
 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表紙デザインについて） 

市の花である藤の花の紫色をテーマ

カラーに、倉敷美観地区に残る白壁土

蔵のなまこ壁をモチーフとして、倉敷

市を代表する風景や特産品等を紹介し

ています。 

① 児島ジーンズストリート 

② 白桃 

③ たけのこ 

④ 水島コンビナートの夜景 

⑤ 綿花（日本遺産） 

⑥ カワセミ（市の鳥） 

⑦ マスカット 

⑧ 倉敷美観地区 

⑨ 藤の花（市の花） 
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